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１．「施策の大要」について 

(1) 第１『安心できる暮らしを守るまち』を実現するための施策について 

① 地震対策の強化について、「避難者による避難所の円滑な自主運営に

向けた勉強会や開設訓練の実施を促してまいります」とあるが、本格的

な開設訓練ができない地域には、まずは机上の訓練を実施するよう働き

かけるべきだと思うがいかがか。 

② 安全・安心な消費生活の確保について、「『富士市消費者安全確保地域

協議会』の活動の充実を図るほか、市内商業施設において若者に向けた

啓発キャンペーンを実施いたします」とあるが、以下伺う。 

ア 若者の消費者被害はインターネットを介したものが多い。また、近

年では安易な情報拡散等によって無意識に加害者になることもある。

そのため、ウェブ広告などを利用した啓発も考えられるがいかがか。 

イ 市民意識調査では消費生活センターの役割が広く認知されていな

いが、今後どのように認知度を上げていくか。 

③ 地区まちづくり活動について、「まちづくり協議会を指定管理者とし、

地区住民主体のまちづくり活動を推進してまいります」とあるが、地域

の活動は地区住民一人一人に対する公平公正が保たれる仕組みにすべ

きと思うがいかがか。 

 (2) 第２『次代を担うひとを育むまち』を実現するための施策について 

 学校教育について、「教員の働き方改革を進めるため、デジタル採点支

援システムを導入し、中学校におけるテスト採点・集計業務の負担を軽減

してまいります」とあるが、導入コスト並びに運用コストについて伺う。 

(3) 第４『豊かな環境を保ち継承するまち』を実現するための施策について 

① 「良好な生活環境の確保につきましては、地域猫活動を促進し、飼い

主のいない猫を減らすため、去勢・避妊手術における補助制度を拡充い

たします」とあるが、地域猫活動は今まで動物愛護ボランティアが単独

で行うＴＮＲが中心の活動であったが、今回施政方針にうたわれた地域

猫活動について具体的に伺う。 

② 「災害時における避難者やペットのストレスを軽減するため、指定避

難所にペットスペースの設営及び運営に関するマニュアルと必要な物

資を取りまとめたスターターキットを配備」とあるが、災害が発生すれ

ば、家屋が倒壊し道路は寸断され、命の危険が差し迫ってくる。命を守

るためにはためらわず避難をすることが重要であり、スターターキット

を使った防災訓練の実施は、ペットを飼っている避難者にとって避難す

る動機の一つになると考えるが、防災訓練を行う予定はあるか。 

(4) 第５『活力を創り高めるまち』を実現するための施策について 

① 企業立地の促進について、「新たな工業団地の基本設計等を実施する

とともに、引き続き工場適地の調査・検討を進めてまいります」とある

が、中小、小規模企業の飛躍のために300坪から500坪程度の工業用地の

造成が必要と考えるがいかがか。 

② 「ふるさと納税につきましては、更なる寄附額増加に向け、大都市圏

でのイベント出展や、デジタルマーケティング等による本市の特産品の

魅力や特色の効果的な発信、新たな返礼品の開拓や開発など、戦略的な

取組を展開してまいります」とあるが、クラウドファンディング型（使

途を明確にした上での寄附募集）にも取り組んでいくべきだと考えるが
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(5) 第７『快適な暮らしを続けられるまち』を実現するための施策について 

 都市計画について、「南海トラフ巨大地震等の大規模災害の発生後、迅

速かつ着実に復興まちづくりを進めるため、本年度中に改定を行う『富士

市事前都市復興計画』に基づき、市民・事業者・行政の参画のもと、新た

な被害想定等を踏まえた復興まちづくり訓練を実施いたします」とある

が、災害の発生後に、想定外だったということのないように、最大規模の

災害を想定すべきであり、南海トラフ巨大地震と富士川河口断層帯が連動

して同時発生する巨大地震まで想定すべきと考えるがいかがか。 

(6) 「ＳＤＧｓの達成に向けた取組」と「デジタル変革を加速する取組」の

推進について 

 「デジタル地域通貨導入について、庁内横断組織である『地域通貨研究

会』において、地域経済及びコミュニティの活性化への有用性等を研究い

たします」とあるが、以下伺う。 

① どのような組織体制で進めるか。 

② どのようなスケジュール感で進めていくか。 
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１．「施策の大要」について 

(1) はぐくむＦＵＪＩ「ストップ！！少子化」大作戦に係る施策について 

 「妊娠・出産を応援」について、「不妊や不育に悩む夫婦の経済的な負

担の軽減を図るため、補助上限額を100万円」、「利用期間を１子当たり

５年間に見直す」とあるが、積極的な本市の取組をどのように周知して

いくか。 

 (2) 第１『安心できる暮らしを守るまち』を実現するための施策について 

 「男女共同参画につきましては、これまで地区ごとに設置していた男女

共同参画推進員の選出方法を公募制にするとともに、市内事業所・団体を

対象に新たに推進員を募集し、地域や家庭、職場における男女共同参画を

推進してまいります」とあるが、公募はどのように行い、推進事業はどん

なことを考えているのか。 

(3) 第２『次代を担うひとを育むまち』を実現するための施策について 

① 子育てしやすい環境の整備について、「低所得世帯等の経済的な負担

を軽減するため、保育園等における一時預かり事業を利用した場合の利

用者負担額の一部を補助いたします」とあるが、保育園に入園がかなわ

ず、一時預かり保育で過ごす世帯も多くある。低所得者に限らず、利用

する全世帯への補助が妥当だと思うがいかがか。 

② 「放課後児童クラブにおける育成支援の平準化などを図るため、選定

した２法人等による新たな運営体制でスタートし、各クラブの円滑な事

業運営に向けて必要な助言指導を行ってまいります」とあるが、 

ア 助言指導は、何を基本に誰が行っていくのか。 

イ 各法人ともに長年にわたり児童に対する育成支援を行っている支

援員の取組事例を水平展開し、児童クラブのレベルアップを行ってい

くべきと考えるがいかがか。 

③ 「こどもと家族の健康の保持・増進につきましては、乳幼児の発育状

況や発達障害等のこどもの特性を早期に把握し、必要な支援に繋げるた

め、新たに１か月児及び５歳児への健康診査を実施」とあるが、具体的

な内容を伺う。 

④ 「出産後から就学前までの切れ目のない健康診査体制を整備いたしま

す」とあるが、その診査の結果などを保護者や園とどのように共有し、

支援につなげていくのか。 

⑤ 学校教育について、「富士第二小学校をモデル校とし、余裕教室に、

児童が気軽に立ち寄ることができる『（仮称）ほっとルーム』を設置い

たします」とあるが、どういった方針で事業を展開していくのか。 

⑥ 教育施設の整備について、「岩松北小学校の給食室を改修するととも

に、小中学校における持続可能な給食の提供に向け検討してまいりま

す」とあるが、 

ア ゼロカーボンシティの実現を目指す当市ならば、フードマイレージ

や地産地消などＳＤＧｓの観点から、早朝に炊いた米飯を保温しなが

ら遠距離運送することには課題があると考えるため、改修するに当た

り自校炊飯へ再度見直してはいかがか。 

イ 持続可能な給食の提供に向けての検討とは、どのような姿での提供

を目指すのか。 

⑦ 「文化芸術活動につきましては、文化振興財団が実施する弦楽器の演
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奏体験や創作ダンスの演舞体験を通した青少年の育成事業等を支援い

たします」とあるが、特に弦楽器や創作ダンスへの支援を強化するとい

う考えでよいのか。 

(4) 第３『支え合い健やかに過ごせるまち』を実現するための施策について 

① 「疾病予防につきましては、感染症の重症化予防を図るため、引き続

きインフルエンザや新型コロナ等の予防接種を実施するほか、高齢者を

対象とした帯状疱疹予防接種を開始いたします」とあるが、帯状疱疹予

防接種を受けられる年齢は50歳以上と認識しているが、開始する帯状疱

疹予防接種の対象者を高齢者（65歳以上）とした考えを伺う。 

② 「高齢者支援につきましては、介護現場の生産性向上を図るため、複

数の通所系介護サービス事業所における共同送迎の効果検証調査を実

施する」とあるが、どのような経緯で共同送迎を検討しているのか。 

(5) 第６『魅力を活かし人と人を繋ぐまち』を実現するための施策について 

 「国際交流につきましては、継続的な協力関係構築に向け、ラトビアの

クルディーガ市長訪問団を受け入れるとともに、産業・教育・文化などの

分野において交流を進めてまいります」とあるが、目指すところは何か。

姉妹都市提携を考えているのか、それとも、企業、民間団体の国際交流的

なものなのか。  

 

 

 

 

 

 

 


